
昭和63年度研究報告会要旨 157

               ベクトル積率とその統計量

                                    田 口 時 夫

 K．ピアソンによって確立された古典的なモメント概念を基本とする統計記述や解析の方法は，数理

統計学に，初めて数学的に整理された体系を与えることになった．これに対して，例えばフラクタイル

モメントやノルム統計量のようだ構想は，従来から存在していたが，概して断片的た成果に止まり，ピ

ァソソ系に比肩するようだ統一的体系を形成しているとはいい難い．その間にあって，ローレンツ曲線

を対象とする幾何学的分析に基づいて形成されたジー二の集中統計量や集中解析の方法は，その当初か

ら一部の研究者には，欠きた可能性をもつものと予想されてきた．ただし，その体系化を実現する為に

は，それを多変量解析に導く，集中曲面・超曲面の具体的た規定が必要であったといえる．

 筆者は従来から，この曲面の妥当た規定と解析を試みてきたが，その研究成果に基づいて，本年度は

ある程度，体系化の実現を達成し得たと考える．具体的に統計集団の個体間に符号関数やベクトル積演

算形式を導入して系統的に形成される平均量によってベクトル積率を規定し，更にこれらの積率間の単

純な演算によって得られる統計量を用いて，一つの包括的な記述系を構成することができた．これらの

統計量の一都は，従来の集中解析においてある種の統計指標として既に適用されているので，これらを

総括して，集中統計量とすることができる．これらの系は，ピアソン系に比較すると，一般に広い適用

範囲とゆるい条件をもつことが見出される．集中統計量は，更に平均差を中心とする線形構造の記述・

解析系と，ジー二係数を中心とした非線形構造の記述・解析系に分離される．両者を区別する性格の一

つは，前者が測定値を直接演算対象とするのに対して，後者は測定値をパーセンテージで表示した結果

に同じ演算形式を適用する点にある．以上の諸結果から，更に一般的な積率や統計量の展望を得ること

ができた（Taguchi（印刷中））．
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統計データ解析センター

             数量化第III類による判別空間の選択

                                    駒 澤   勉

 多変量データ解析を利用して，実際の現象を分析する際，特に重回帰分析や，重判別分析のように外

的基準がある分析において，説明変量に従属性の強い変量が含まれている場合には，分析結果の要因的

意味解釈に問題が生じることが多い．外的基準のある多変量データ解析法は，方法論からいって，次式

の線形モデル式の説明変量問に（X5，X砒）が独立でたければならたい．

                γ＝ω1X1＋ω2×2＋…十ωmXm．


